
基
調
講
演
 

主
催
者
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
 

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
 

地域特性生かし魅力ある産業の集積を 
東北地域企業立地促進フォーラムｉｎ東京─東北エリアへの企業進出の優位性─ 

問い合わせ：東北経済産業局　www.tohoku.meti.go.jp この特集は日経アドネットからもご覧になれます。http://www.nikkei.co.jp/adnet

　「日経産業新聞フォーラム２００８　東北地域企業立地促進フォ
ーラムｉｎ東京―東北エリアへの企業進出の優位性―」（主催・
経済産業省、東北経済産業局、東北地域産業開発促進協議会、
日本経済新聞社）が1月18日に開催された。フォーラムでは、
企業立地の新局面や東北地域の優れた立地環境および潜在能
力、地方自治体の企業誘致に関する取り組みなどが紹介された。 

主
催
者
あ
い
さ
つ 

　
企
業
立
地
は
地
域
経
済
の
鍵

を
握
る
雇
用
と
所
得
を
生
み
出

す
原
動
力
で
す
。
経
済
産
業
省

で
は
、
企
業
立
地
を
通
じ
て
地

域
の
活
性
化
を
図
る
と
の
考
え

の
下
、
地
方
の
主
体
性
を
尊
重

し
な
が
ら
国
が
適
切
な
支
援
を

行
う
企
業
立
地
促
進
法
を
制

定
、
二
〇
〇
七
年
六
月
か
ら
施

行
し
て
い
ま
す
。
 

　
東
北
地
方
に
お
き
ま
し
て

は
、
企
業
立
地
促
進
法
に
基
づ

き
既
に
十
二
の
基
本
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

宮
城
県
に
お
い
て
は
仙
台
市
な

ど
十
五
の
市
町
村
が
、
「
み
や

ぎ
自
動
車
関
連
産
業
集
積
形
成

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
自
動

車
関
連
産
業
集
積
に
取
り
組
ん

で
お
ら
れ
ま
す
。
 

　
本
日
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

こ
う
し
た
東
北
地
方
の
先
進
的

な
取
り
組
み
の
紹
介
、
講
演
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

開
催
し
ま
す
。
皆
様
方
に
も
東

北
地
方
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
企

業
誘
致
へ
の
熱
意
を
く
み
取
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

　
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
通
じ
て
企

業
立
地
促
進
法
の
理
念
あ
る
い

は
内
容
に
ご
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
強

み
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
産
業

集
積
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
く
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
 

企
業
立
地
の
新
局
面
と
地
域
特
性
を
生
か
し
た
集
積
形
成
 

東京大学大学院 
総合文化研究科教授 

松原　宏氏 

経済産業大臣政務官 

荻原　健司 

企
業
立
地
促
進
法
の
概
要
お
よ
び
東
北
地
域
の
立
地
環
境
の
ご
紹
介
 

赤津　光一郎 

東
北
エ
リ
ア
の
企
業
誘
致
の
取
り
組
み
と
潜
在
能
力
に
つ
い
て
 

松
原
　

　
　
宏
氏
 

上
野
　

　
　
保
氏
 

立
谷
　

　
秀
清
氏
 

赤
津
　
　

光
一
郎
 

　
司
会
　
本
日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
東
北
地

方
に
進
出
し
た
企
業
の
社
長
、

東
北
地
方
で
積
極
的
に
企
業
誘

致
を
進
め
て
い
る
自
治
体
の
首

長
に
参
加
い
た
だ
き
、
よ
り
具

体
的
な
議
論
を
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
初
め
に
上
野

社
長
に
事
業
内
容
や
進
出
の
経

緯
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
上
野
　
当
社
は
一
九
七
七
年

設
立
で
、
主
な
事
業
内
容
は
電

子
ビ
ー
ム
に
よ
る
溶
接
加
工
、

レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
切
断
、
穴
あ

け
、
溶
接
、
表
面
改
質
で
す
。

二
〇
〇
六
年
十
月
、
福
島
県
郡

山
に
あ
る
工
業
団
地
の
郡
山
ウ

エ
ス
ト
ソ
フ
ト
パ
ー
ク
に
進
出

し
、
郡
山
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
を
設
立
し
ま
し
た
。
 

　
当
社
は
創
業
時
、
試
作
の
受

注
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後

研
究
開
発
や
特
殊
工
程
の
管
理

な
ど
に
事
業
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
特
殊
工
程
の
管
理
は
大
手

企
業
と
取
引
を
行
う
際
に
不
可

欠
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
具

体
的
に
申
し
ま
す
と
、
特
殊
工

程
の
管
理
が
必
要
な
プ
ロ
セ
ス

は
、
当
社
が
得
意
と
す
る
溶

接
、
熱
処
理
、
メ
ッ
キ
加
工
、

塗
装
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
は
外
観

だ
け
で
は
品
質
が
分
か
り
ま
せ

ん
の
で
、
特
殊
工
程
の
管
理
を

通
じ
て
品
質
保
証
を
行
い
ま

す
。
 

　
郡
山
進
出
の
背
景
で
す
が
、

大
企
業
の
事
業
継
承
が
契
機
と

な
り
、
本
社
工
場
が
手
狭
と
な

っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

近
隣
の
多
摩
地
域
は
、
土
地
が

高
額
で
適
地
が
な
く
、
関
東
地

域
も
高
額
で
優
遇
策
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
 

　
そ
う
し
た
中
、
福
島
県
東
京

事
務
所
、
郡
山
市
、
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構
と
の
出
合
い
が

進
出
を
促
進
し
た
と
言
え
ま

す
。
東
京
か
ら
近
い
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
に
加
え
、
顧
客
に
対
し

て
の
利
便
性
向
上
、
県
や
市
が

企
業
誘
致
活
動
を
非
常
に
熱
心

に
さ
れ
た
こ
と
が
決
定
要
因
と

な
り
ま
し
た
。
 

　
司
会
　
次
に
相
馬
市
の
立
谷

市
長
に
企
業
誘
致
へ
の
取
り
組

み
を
伺
い
ま
す
。
 

　
立
谷
　
相
馬
市
は
福
島
県
浜

通
り
地
方
の
仙
台
寄
り
の
北
端

に
位
置
し
て
お
り
、
海
に
隣
接

し
、
相
馬
氏
七
百
年
の
歴
史
を

有
す
る
自
然
豊
か
な
市
で
す
。

私
は
市
長
と
し
て
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
約
八
割
を
行
財
政
改
革
と

自
治
体
経
営
に
か
け
て
き
ま
し

た
。
そ
の
一
環
が
企
業
誘
致
で

す
。
 

　
相
馬
中
核
工
業
団
地
は
、
相

馬
市
と
隣
接
す
る
新
地
町
に
ま

た
が
る
臨
海
型
の
東
地
区
と
内

陸
型
の
西
地
区
か
ら
な
り
、
既

に
東
地
区
二
百
八
十
四
・
七

㌶
、
西
地
区
六
十
八
・
五
㌶
の

工
場
用
地
の
造
成
を
完
了
し
、

そ
れ
ぞ
れ
東
地
区
二
百
七
十

五
・
三
㌶
、
西
地
区
四
十
九
・

七
㌶
の
分
譲
を
終
え
（
計
十
七

社
）
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
相
馬
事
業
所
を

は
じ
め
、
十
四
社
が
操
業
し
て

い
ま
す
。
 

　
工
業
団
地
の
メ
リ
ッ
ト
で
す

が
、
工
業
用
水
が
潤
沢
に
あ

り
、
隣
に
火
力
発
電
所
が
あ
る

た
め
に
電
力
の
安
定
供
給
が
可

能
で
す
。
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
状

況
で
す
が
、
常
磐
自
動
車
道
が

二
〇
一
一
年
に
東
京
―
相
馬
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
、
東
京

―
仙
台
ま
で
の
全
線
が
一
四
年

に
、
い
ず
れ
も
開
通
予
定
で

す
。
ま
た
相
馬
―
福
島
間
の
阿

武
隈
東
道
路
が
〇
七
年
に
着
工

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
高
速

交
通
網
が
完
成
す
る
と
、
東
京

か
ら
約
三
時
間
半
、
仙
台
か
ら

約
五
十
分
で
ア
ク
セ
ス
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
　
 

　
企
業
誘
致
の
体
制
整
備
・
強

化
に
も
注
力
し
て
い
ま
す
。
昨

年
十
二
月
、
全
庁
的
な
企
業
立

地
推
進
組
織
と
し
て
「
企
業
立

地
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
相

馬
市
は
進
出
し
た
企
業
に
三
カ

月
に
一
回
程
度
、
ご
用
聞
き
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、

「
通
い
帳
」
を
持
参
し
て
い
ま

す
。
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
点

な
ど
を
伺
う
た
め
で
す
。
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
は
重
要
で

す
が
こ
の
担
い
手
は
市
長
で

す
。
　
 

　
司
会
　
企
業
立
地
促
進
法
施

行
に
よ
る
プ
ラ
ス
面
に
つ
い
て

赤
津
局
長
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
赤
津
　
人
材
育
成
助
成
面
で

は
メ
リ
ッ
ト
が
出
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
進
出
す
る

企
業
向
け
に
も
使
え
る
と
と
も

に
、
既
に
進
出
し
た
企
業
で
も

社
員
教
育
の
観
点
か
ら
利
用
価

値
が
生
ま
れ
る
仕
組
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。
 

　
司
会
　
地
元
へ
の
活
性
化
効

果
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
 

　
松
原
　
工
業
団
地
に
多
様
な

業
態
の
企
業
が
集
積
す
る
の
は

地
方
都
市
で
よ
く
見
ら
れ
る
タ

イ
プ
で
す
が
、
同
業
種
も
含
め

た
企
業
集
積
の
高
度
化
が
今
後

は
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
 

　
司
会
　
赤
津
局
長
、
今
後
東

北
地
方
へ
の
産
業
集
積
の
進
展

は
期
待
で
き
ま
す
か
。
 

　
赤
津
　
加
工
組
み
立
て
型
産

業
は
ア
ジ
ア
な
ど
、
海
外
シ
フ

ト
が
避
け
ら
れ
な
い
と
思
い
ま

す
が
、
首
都
圏
か
ら
の
東
北
地

域
へ
の
移
転
と
い
う
形
は
非
常

に
増
え
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

従
っ
て
東
北
地
域
の
優
位
性
を

明
確
に
打
ち
出
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
 

　
司
会
　
東
北
地
方
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
高
さ
は
。
 

　
松
原
　
首
都
圏
と
の
ア
ク
セ

ス
に
優
れ
た
東
北
地
方
に
は
ま

だ
工
業
用
地
が
潤
沢
に
あ
り
、

立
地
上
の
メ
リ
ッ
ト
は
有
望
で

す
。
ま
た
、
半
導
体
も
含
め
た

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
産
業
集
積

に
は
大
い
に
期
待
が
持
て
ま

す
。
資
源
や
技
術
開
発
面
で

も
、
国
際
競
争
力
の
あ
る
高
度

な
製
品
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

の
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。
 

　
司
会
　
上
野
社
長
に
進
出
効

果
な
ど
の
面
で
伺
い
ま
す
。
 

　
上
野
　
東
北
の
方
々
の
人
柄

の
良
さ
は
実
感
し
て
い
ま
す
。

ま
じ
め
さ
は
当
社
の
よ
う
な
も

の
づ
く
り
企
業
に
と
っ
て
不
可

欠
な
要
素
で
す
。
当
社
で
は
、

高
付
加
価
値
製
品
を
創
出
す
る

企
業
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
で
、

新
規
事
業
や
生
産
技
術
に
関
す

る
相
談
も
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
新
た
な
役
割
を
担
う
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
 

　
司
会
　
地
域
間
競
争
は
厳
し

く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
。
 

　
立
谷
　
相
馬
市
に
進
出
し
て

い
た
だ
き
、
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
か
、
私
自
身
が
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
企
業
や

事
業
内
容
を
勉
強
し
な
け
れ

ば
、
説
得
力
の
あ
る
誘
致
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

　
司
会
　
東
北
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
上
野
社
長
に
伺
い
ま

す
。
 

　
上
野
　
地
域
の
特
性
と
し
て

消
極
的
な
言
動
を
感
じ
て
い
ま

す
。
も
う
一
つ
は
地
域
の
活
性

化
で
す
。
進
出
企
業
や
大
企

業
、
地
元
企
業
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
に
も
っ
と
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
た
い
で
す
し
、
地
域
金
融

機
関
や
支
援
機
関
と
の
連
携
、

産
学
連
携
も
同
様
で
す
。
 

　
司
会
　
赤
津
局
長
に
東
北
の

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
で
欠
け
て
い
る

点
を
伺
い
ま
す
。
 

　
赤
津
　
物
流
イ
ン
フ
ラ
と
地

元
の
中
小
企
業
が
企
業
立
地
の

風
を
受
け
止
め
ら
れ
る
か
と
い

う
二
点
で
す
。
大
都
市
圏
と
の

交
通
で
は
ア
ク
セ
ス
が
良
い
の

で
す
が
、
ロ
シ
ア
市
場
を
見
据

え
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地
域
内

の
鉄
道
・
道
路
整
備
に
課
題
が

あ
り
、
戦
略
的
な
整
備
が
必
要

で
す
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
今

ま
で
行
っ
て
き
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
の
転
換
が
必
要
で
す
。
 

　
司
会
　
最
後
に
松
原
教
授
に

総
括
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

　
松
原
　
国
際
競
争
力
や
成
長

力
は
地
域
と
切
り
離
さ
れ
た
形

で
説
明
さ
れ
る
事
が
多
い
の
で

す
が
、
企
業
の
競
争
力
は
地
域

の
競
争
力
と
合
体
し
た
と
こ
ろ

に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま

す
。
企
業
と
地
域
の
協
調
関
係

の
面
で
、
東
北
地
域
に
は
ま
だ

課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
併

せ
て
、
優
秀
な
人
材
に
働
い
て

も
ら
う
受
け
皿
を
充
実
さ
せ
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
企
業

誘
致
や
集
積
の
高
度
化
が
非
常

に
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え

て
い
ま
す
。
 

　
司
会
　
本
日
の
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
通
じ
て
、
東
北
地
方

に
新
産
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
起
こ
す
と
い
う
波
が
沸
き
起

こ
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し

た
。
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
に
感

謝
致
し
ま
す
。
 

上野氏 

立谷氏 

海外立地と国内回帰が併存 

生産プロセスの分業化進展 

　
産
業
立
地
と
地
域
経
済
の
理

論
・
実
態
・
政
策
を
研
究
対
象

と
す
る
経
済
地
理
学
に
お
い

て
、
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ウ
エ
ー

バ
ー
の
工
業
立
地
論
が
現
代
的

な
意
味
で
も
有
効
だ
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
輸
送

費
と
労
働
費
を
立
地
因
子
と
し

て
、
立
地
が
決
ま
る
の
は
最
小

費
用
の
地
点
だ
と
い
う
考
え
は

今
で
も
結
構
当
て
は
ま
り
ま

す
。
 

　
し
か
し
、
古
典
的
理
論
が
現

代
企
業
の
立
地
理
論
に
通
用
し

な
い
こ
と
も
事
実
で
す
。
輸
送

費
な
ど
の
低
下
に
よ
り
、
立
地

自
由
度
が
増
大
し
、
企
業
の
能

力
増
強
に
よ
り
、
立
地
調
整
度

も
向
上
し
ま
し
た
が
、
企
業
立

地
と
地
域
と
の
関
係
が
、
競
争

力
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
と

な
る
場
合
が
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
一
方
、
地
域
経
済
の
競

争
力
に
は
、
地
域
社
会
の
あ
り

よ
う
も
か
か
わ
っ
て
お
り
、
ヒ

ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
、
知

識
の
地
理
的
流
動
か
ら
地
域
経

済
を
と
ら
え
る
必
要
性
も
出
て

き
て
い
ま
す
。
 

　
次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
企
業

立
地
の
転
換
に
つ
い
て
、
マ
ク

ロ
分
析
の
結
果
を
踏
ま
え
て
申

し
上
げ
ま
す
。
経
済
産
業
省
の

「
工
場
立
地
動
向
調
査
結
果
」

を
検
証
し
ま
す
と
、
景
気
回
復

期
の
企
業
立
地
は
海
外
立
地
と

国
内
回
帰
と
が
併
存
す
る
複
雑

な
局
面
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
　
 

　
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
生
産
プ

ロ
セ
ス
の
分
業
体
制
な
ど
、
通

商
白
書
の
分
析
結
果
を
見
ま
す

と
、
従
来
の
工
程
間
の
垂
直
的

な
分
業
か
ら
、
日
本
と
海
外
で

そ
れ
ぞ
れ
一
貫
生
産
す
る
水
平

展
開
へ
の
変
化
が
見
ら
れ
ま

す
。
ア
ジ
ア
大
の
経
済
圏
の
中

で
国
内
の
立
地
点
が
選
択
さ
れ

て
き
て
い
る
こ
と
も
確
か
で

す
。
 

　
た
だ
し
全
体
と
し
て
の
論
調

は
、
国
内
立
地
、
国
内
回
帰
を

強
調
す
る
見
解
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
根
拠
と
し
て
国

内
立
地
の
優
位
性
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
第
一
に
材
料
、
部
品
な

ど
で
高
い
技
術
を
有
す
る
国
内

集
積
の
活
用
、
第
二
が
製
造
技

術
ノ
ウ
ハ
ウ
の
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ

ク
ス
化
、
第
三
に
研
究
開
発
と

生
産
体
制
の
一
体
化
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
こ
の
背
景
に
は
製
品

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
が
短
く
な

っ
て
き
て
お
り
、
早
い
段
階
で

の
製
品
投
入
が
要
求
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
次
に
地
域
特
性
を
生
か
し
た

集
積
形
成
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
し
ま
す
。
産
業
立
地
政
策

の
転
換
と
い
う
視
点
で
集
積
の

位
置
付
け
を
見
ま
す
と
、
地
方

分
散
を
基
軸
に
し
た
政
策
は
終

焉
（
し
ゅ
う
え
ん
）
を
迎
え
て

い
ま
す
。
分
散
政
策
に
代
わ
り

打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
が
、
産

業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
と
企
業
立

地
促
進
法
で
す
。
 

　
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
は
新
し
い

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て

い
く
、
新
規
事
業
を
立
ち
上
げ

て
い
く
と
い
う
要
素
が
強
い
の

に
対
し
て
、
企
業
立
地
促
進
法

は
既
存
の
工
場
集
積
も
重
視
し

な
が
ら
、
集
積
の
高
度
化
を
図

っ
て
い
く
要
素
も
強
く
な
っ
て

い
ま
す
。
私
自
身
、
企
業
立
地

促
進
法
に
は
大
い
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
 

　
そ
の
理
由
は
、
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の
よ
う
な
形
で
の
先
端
産
業

を
指
定
す
る
の
で
は
な
く
、
地

域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
産
業
を

決
め
、
計
画
を
策
定
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。
さ

ら
に
条
件
が
不
利
で
も
ア
イ
デ

ア
次
第
で
ど
こ
で
も
集
積
形
成

が
考
え
ら
れ
、
そ
の
機
会
拡
大

に
寄
与
し
得
る
こ
と
も
要
因
で

す
。
第
三
に
空
間
ス
ケ
ー
ル
の

多
様
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
必

ず
し
も
一
つ
の
空
間
ス
ケ
ー
ル

が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

く
、
全
県
一
地
域
、
県
内
分

割
、
一
か
ら
二
都
市
、
広
域
連

携
な
ど
多
様
な
タ
イ
プ
が
登
場

し
て
い
ま
す
。
 

　
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
東
北

に
お
け
る
企
業
・
地
域
競
争
力

の
課
題
を
五
点
ほ
ど
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
ず
、
集
積
の
形
成
・

高
度
化
が
重
要
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
た
め
に
は
企
業
立
地

の
促
進
が
不
可
欠
で
す
。
さ
ら

に
企
業
・
地
域
関
係
の
進
化
、

地
域
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
実
現

も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
第
二
に
南
北
、
東
西
格
差
の

縮
小
で
す
が
、
こ
れ
に
は
イ
ン

フ
ラ
整
備
が
必
要
で
あ
り
、
集

積
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
も

重
要
に
な
り
ま
す
。
第
三
に
産

業
の
多
様
性
の
確
保
・
産
業
連

関
の
強
化
で
、
第
四
は
研
究
開

発
従
事
者
な
ど
の
人
材
の
確

保
・
育
成
で
す
。
最
後
に
快
適

な
空
間
形
成
の
意
義
を
強
調
し

て
お
き
ま
す
。
東
北
の
豊
か
な

自
然
と
文
化
、
社
会
環
境
が
整

備
さ
れ
た
快
適
な
都
市
空
間
が

重
要
で
あ
り
、
企
業
と
地
域
と

の
関
係
を
重
視
し
た
競
争
力
の

強
化
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
。
 

　
企
業
立
地
促
進
法
の
正
式
名

称
は
「
企
業
立
地
の
促
進
等
に

よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積

の
形
成
及
び
活
性
化
に
関
す
る

法
律
」
で
、
法
律
の
要
て
い
は

各
地
域
の
強
み
を
生
か
し
た
個

性
あ
る
産
業
集
積
の
形
成
・
高

度
化
、
地
域
が
行
う
主
体
的
か

つ
計
画
的
な
取
り
組
み
、
窓
口

の
一
元
化
に
よ
る

手
続
き
の
迅
速
化

に
よ
る
企
業
立
地

の
実
現
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
法
律
の
ス
キ
ー

ム
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

に
あ
る
地
域
産
業
活
性
化
協
議

会
が
基
本
計
画
を
策
定
し
、
そ

の
計
画
に
国
が
同
意
を
す
る
。

同
意
さ
れ
た
基
本
計
画
に
基
づ

い
て
事
業
者
は
企
業
立
地
計

画
、
事
業
高
度
化
計
画
を
策
定

し
、
県
知
事
の
承
認
を
受
け
、

承
認
を
受
け
た
計
画
に
対
し
て

支
援
措
置
が
講
じ
ら
れ
ま
す
。
 

　
支
援
措
置
の
概
要
で
す
が
、

ま
ず
課
税
の
特
例
・
規
制
緩
和

措
置
が
あ
り
ま
す
。
法
に
基
づ

く
企
業
立
地
計
画
の
承
認
を
受

け
た
事
業
者
が
行
う
新
規
企
業

立
地
に
関
す
る
設
備
投
資
に
つ

い
て
、
特
別
償
却
が
可
能
で

す
。
ま
た
市
町
村
は
工
場
な
ど

の
緑
地
面
積
率
に
つ
い
て
、
国

の
同
意
を
得
た
基
本
計
画
に
お

い
て
産
業
集
積
を
促
進
す
る
地

域
と
し
て
定
め
ら
れ
た
地
区
に

関
し
、
二
〇
％
以
上
と
さ
れ
て

い
る
国
の
準
則
に
代
え
て
、
条

例
で
一
―
二
〇
％
未
満
の
範
囲

で
地
域
準
則
を
設
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
 

　
予
算
措
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
、
基
本
計
画
策
定
、
企

業
誘
致
・
人
材
育
成
活
動
に
対

す
る
支
援
、
産
業
集
積
の
機
能

強
化
に
重
要
な
施
設
整
備
に
対

す
る
支
援
が
あ
り
ま
す
。
企
業

立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
企
業

立
地
に
関
す
る
手
続
き
・
情
報

提
供
な
ど
に
関
す
る
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
総

合
的
な
窓
口
で
、
東
北
地
域
で

は
、
東
北
経
済
産
業
局
お
よ
び

中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
東
北

サ
テ
ラ
イ
ト
の
二
カ
所
に
「
東

北
企
業
立
地
支
援
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
 

　
第
二
に
挙
げ
た
人
材
育
成
事

業
は
、
企
業
立
地
促
進
法
あ
る

い
は
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
計
画
の

大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。
岩
手

県
北
上
川
流
域
地
域
で
は
自
動

車
関
連
産
業
集
積
と
地
元
企
業

の
参
入
促
進
に
向
け
た
人
材
育

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
岩
手
県
北

地
域
で
は
造
船
業
を
中
心
と
し

た
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
に

係
る
人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
、
宮
城
県
で
は
自
動
車
関
連

産
業
集
積
の
活
性
化
の
た
め
の

人
材
育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
各
省
と
の
連
携
に
よ
る
支
援

措
置
に
つ
い
て
は
、
六
省
に
よ

る
関
係
省
連
絡
会
議
の
設
置
、

企
業
立
地
促
進
に
係
る
地
方
交

付
税
措
置
（
総
務
省
と
の
連

携
）
、
農
地
法
な
ど
に
よ
る
処

分
に
つ
い
て
の
配
慮
（
農
林
水

産
省
と
の
連
携
）
、
広
域
的
地

域
活
性
化
法
に
基
づ
く
施
策
連

携
（
国
土
交
通
省
と
の
連
携
）
、

地
域
雇
用
助
成
（
厚
生
労
働
省

と
の
連
携
）
、
地
域
の
大
学
・

専
門
学
校
な
ど
と
連
携
し
た
人

材
育
成
（
文
部
科
学
省

と
の
連
携
）
が
あ
り
ま

す
。
 

　
東
北
地
方
で
は
企
業

立
地
促
進
法
に
基
づ

き
、
十
二
の
地
域
で
基

本
計
画
に
対
す
る
同
意
が
済
ん

で
い
ま
す
。
全
国
で
は
五
十
四

で
す
か
ら
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占

め
て
お
り
、
東
北
六
県
す
べ
て

に
存
在
し
て
い
ま
す
。
　
 

　
東
北
の
立
地
環
境
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
す
。
就
業
人
口
は

全
国
比
で
七
・
六
％
、
業
種
的

に
は
電
気
機
械
の
出
荷
額
が
大

き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て
い
ま

す
。
交
通
・
物
流
面
で
も
関
西

圏
と
ほ
ぼ
等
距
離
に
位
置
し
て

お
り
、
新
幹
線
お
よ
び
高
速
道

路
な
ど
、
首
都
圏
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
も
優
れ
て
い
ま
す
。
 

　
雇
用
・
労
働
力
の
面
で
も
優

位
性
が
あ
り
、
豊
富
な
労
働
力

を
有
し
、
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
コ

ス
ト
で
の
人
材
確
保
が
可
能
で

す
。
生
活
環
境
面
で
も
豊
か
な

自
然
に
恵
ま
れ
、
持
ち
家
比
率

の
高
さ
や
快
適
な
通
勤
環
境
が

特
徴
で
す
。
勤
勉
で
ま
じ
め
、

労
働
意
欲
の
高
さ
な
ど
、
も
の

づ
く
り
に
適
し
た
東
北
地
域
の

県
民
性
も
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト

に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

　
東
北
経
済
産
業
局
で
は
、
地

域
活
性
化
へ
の
取
り
組
み
と
し

て
、
東
北
地
域
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
発
展
す
る
た
め
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
「
Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ

も
の
づ
く
り
コ
リ
ド
ー
（
回

廊
）
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

重
点
産
業
分
野
と
し
て
自
動
車

関
連
部
材
、
光
産
業
、
半
導
体

製
造
装
置
、
医
歯
工
連
携
・
健

康
福
祉
、
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
技
術
、
非

鉄
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
、
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
を
挙
げ
、
七
分

野
を
中
心
と
し
た
産
業
集
積
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
な
も
の

づ
く
り
地
域
の
創
出
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
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